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住
居
番
号
の

設
定
・
変
更
・
廃
止
届
出
の

手
続
き
に
つ
い
て

　
住
居
表
示
を
実
施
し
た
区
域

内
で
建
築
な
ど
を
す
る
人
は
、

次
の
と
お
り
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

▽
事
由

・
建
物
を
新
築
す
る
場
合

・ 

建
物
を
増
築
、
改
築
、
建
て

替
え
す
る
場
合

・ 

玄
関
の
位
置
や
道
路
ま
で
の

通
路
を
変
更
す
る
場
合

・
門
の
位
置
を
変
更
す
る
場
合

・
建
物
を
撤
去
す
る
場
合

▽
添
付
図
書

・
位
置
図
（
現
地
案
内
図
）

・ 

公
図
の
写
し
（
新
築
、
改
築
、

建
て
替
え
の
場
合
の
み
）

・ 

建
物
配
置
図
（
主
な
出
入
口

お
よ
び
門
の
位
置
と
経
路
を

記
入
）

・
建
物
平
面
図

※ 
新
し
く
住
居
番
号
を
付
け
る

場
合
は
、
申
請
か
ら
約
10
日

ほ
ど
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

※ 

届
出
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り

ま
す
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

※ 

届
出
（
申
出
）
人
の
記
載
は
、

自
筆
以
外
（
ゴ
ム
印
、
ワ
ー

プ
ロ
な
ど
）
の
場
合
は
、
社

印
ま
た
は
認
印
を
押
印
の
上
、

届
け
出
て
く
だ
さ
い

　
新
し
い
住
所
が
記
載
さ
れ
た

通
知
書
と
住
居
番
号
プ
レ
ー
ト

は
、
後
日
、
建
設
課
で
届
出
人

へ
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
郵

送
で
の
受
け
取
り
を
希
望
す
る

場
合
は
、
120
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
定
形
外
）
に
返

信
先
を
記
載
の
上
、
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
度
に
複
数
件
の
届

出
を
す
る
場
合
は
、
120
円
分
の

切
手
で
は
郵
送
料
金
不
足
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
封

筒
に
朱
色
で
「
不
足
分
受
取
人

払
い
」
と
記
載
の
上
、
届
け
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

建
設
課

820
‐
５
６
０
７

11月 22日㈪から
第４次住居表示が実施されます

　11 月 22 日㈪から川角、呉地、出来庭の一部、萩原の一部、神田の一部およびその周辺地区が、
住居表示による新しい住所の表記に変更されます。これにより、現在よりも場所を特定しやすく
なります。新住所に慣れるまで多少の混乱などもあるかと思いますが、皆さんのご理解、ご協力
をお願いします。

呉地五丁目

呉地四丁目

呉地三丁目

出来庭三丁目

川角一丁目

川角二丁目

川角三丁目

川角四丁目
川角五丁目

呉地一丁目
呉地二丁目

萩原二丁目

凡　　例
新　町　界

新　町　名川角一丁目

▽今回変更による新しい住所
・川角一丁目、二丁目、三丁目、
　四丁目、五丁目
・呉地一丁目、二丁目、三丁目、
　四丁目、五丁目
・神田（編入）
・萩原二丁目（編入）
・出来庭三丁目
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▽
平
成
22
年
度

児
童
虐
待
防
止
月
間
標
語

「
見
過
ご
す
な

　
幼
い
子
ど
も
の
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対

応
件
数
は
依
然
と
し
て
増
加
し

て
お
り
、
特
に
、
子
ど
も
の
生

命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
重
大
な

事
件
も
後
を
絶
た
な
い
状
況
に

お
い
て
、
児
童
虐
待
問
題
は
社

会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
虐
待
の
発
生
予
防
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
か
ら
虐

待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立
に

至
る
ま
で
の
、
切
れ
目
の
な
い

総
合
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

●
子
ど
も
の
虐
待

　
子
ど
も
の
虐
待
は
大
き
く
分

け
て
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。

▽
身
体
的
虐
待
‥
殴
る
、
蹴
る
、

溺
れ
さ
せ
る
、
た
ば
こ
の
火
を

押
し
付
け
る
、
異
物
を
飲
ま
せ

る
、
戸
外
に
締
め
出
す
な
ど

▽
性
的
虐
待
‥
性
的
行
為
の
強

要
、
性
器
や
性
交
を
見
せ
る
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体

に
す
る
な
ど

▽
ネ
グ
レ
ク
ト
‥
家
に
閉
じ
込

め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
病

気
や
け
が
を
し
て
も
病
院
に
連

れ
て
行
か
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔

な
ま
ま
に
す
る
、
自
動
車
内
や

家
に
置
き
去
り
に
す
る
な
ど

▽
心
理
的
虐
待
‥
言
葉
に
よ
る

脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間

の
差
別
的
扱
い

●
虐
待
に
気
付
い
た
ら

　
虐
待
を
疑
っ
た
り
、
発
見
し

た
と
き
は
、
相
談
窓
口
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
情
報
が

間
違
い
で
あ
っ
て
も
、
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
地
域
の

中
で
親
が
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

▽
相
談
・
通
告
窓
口
‥
民
生
課

820
‐
５
６
３
５
、
広
島
県
西

部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

254

‐
０
３
８
１

（
民
生
課
）

●
交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）

貸
付

　
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡

ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
者
に
な

ら
れ
た
人
の
お
子
さ
ん
（
０
歳

か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）
に
対

し
、
育
成
資
金
を
無
利
子
で
お

貸
し
し
ま
す
。

▽
貸
付
金
額
‥
は
じ
め
に
一
時

金
15
万
５
千
円
、
毎
月
２
万
円
、

入
学
支
度
金
（
小
・
中
学
校
入

学
時
）
４
万
４
千
円

▽
貸
付
期
間
‥
貸
付
が
決
定
し

た
月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま

で▽
返
済
期
間
‥
中
学
校
卒
業
後

１
年
間
据
置
い
た
後
、
月
賦
ま

た
は
半
年
賦
併
用
に
よ
る
20
年

以
内
の
均
等
払
い
。
た
だ
し
、

高
校
、
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た

場
合
、
在
学
中
は
返
済
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

●
介
護
料
の
支
給

　
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度

後
遺
障
害
者
（
自
賠
法
施
行
令

別
表
第
一
の
「
第
１
級
１
、２

号
」、「
第
２
級
１
、２
号
」
に

該
当
）
と
な
り
介
護
を
必
要
と

さ
れ
る
人
に
対
し
て
、
介
護
料

を
支
給
し
ま
す
。

▽
支
給
月
額

▽
支
給
期
間

　
申
請
を
受
理
し
た
月
か
ら
介

護
料
を
支
給
す
べ
き
事
由
が
消

滅
す
る
月
ま
で

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
広
島
主
管
支
所

297

‐
２
２
５
５

（
福
祉
課
）

支給月額

特Ⅰ種
定　額 68,440 円
上限額 136,880 円

Ⅰ　種
定　額 58,570 円
上限額 108,000 円

Ⅱ　種
定　額 29,290 円
上限額 54,000 円

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
月

間
」
で
す

交
通
遺
児
等
（
育
成
資
金
）

貸
付
と
介
護
料
の

支
給
に
つ
い
て

農
業
祭
開
催

　
次
の
日
程
で
農
業
祭
を

開
催
し
ま
す
。

時
11
月
28
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
３
時

所
町
民
会
館

農
林
産
物
品
評
会
の

出
品
受
付

時
11
月
27
日
㈯
午
前
９
時

半
〜
11
時
半

　
農
家
の
皆
さ
ん
や
家
庭

菜
園
を
さ
れ
て
い
る
人
の

た
く
さ
ん
の
農
林
産
物
の

出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。農

業
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
都
市
整
備
課
内
）

820
‐
５
６
０
８


